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荘内銀行及び北都銀行の増資引受けに関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 27 年 12 月 17 日開催の取締役会において、当社の完全子会社である株式会社荘内銀

行（以下、「荘内銀行」という）及び株式会社北都銀行（以下、「北都銀行」という）が行う増資をそ

れぞれ全額引受けることを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1. 荘内銀行及び北都銀行の増資の概要等 

(1) 増資の概要 

 荘 内 銀 行 北 都 銀 行 

株 式 の 種 類 普通株式 普通株式 

払 込 金 額 の 総 額 3,000百万円 3,000百万円 

増加する資本金の額 1,500百万円 1,500百万円 

割 当 先 フィデアホールディングス株式会社 フィデアホールディングス株式会社

払 込 期 日 平成27年 12月 28日 平成27年 12月 28日 

申 込 期 日 平成27年 12月 28日 平成27年 12月 28日 

(2) 増資の目的等 

今回の増資引受けは、転換社債型新株予約権付社債の全額が平成 27 年 9 月末までに普通株式

へ転換したことに伴い、荘内銀行及び北都銀行の自己資本の質を一層向上させることを目的とし

たものです。 

平成 27 年 9 月末現在における自己資本比率は、荘内銀行単体が 9.86%、北都銀行単体が

11.28%でありますが、かかる平成 27 年 9 月末の自己資本の額及びリスク・アセットの額をベー

スに試算しますと、今回の増資引受けによって、荘内銀行で約 0.5%、北都銀行で約 0.7%の自己

資本比率の押し上げ効果があります。 

なお、当社の連結自己資本比率については、今回の増資引受けの影響はございません。 

 

2. 業績に与える影響 

当該増資による平成28年 3月期の業績に与える影響はございません。 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】

フィデアホールディングス ＩＲグループ 
大石 (仙台 Tel：022-290-8800)
佐藤  (山形 Tel：023-626-9006) 
市田  (秋田 Tel：018-833-4210) 

 


